
サマーボランティアを実施しました。
　福祉に関する興味や関心を持ち、ボランティア活動への意識と理解を深め、今後
のボランティア活動への積極的参加を促すことを目的に、夏休みを利用してサマー
ボランティアを行いました。受入事業所・団体の皆様、ありがとうございました。

しぶし幼稚園

安楽保育園

有明保育園

びろうの樹　山重

ららら kids

通山サロン

志布志市社会福祉協議会　第１０３号

この広報紙は、
赤い羽根共同募金の配分金・
社協会費により発行されています。

ささえ あ い
令和７年８月２７日発行

社協シンボルマーク

ホームページインスタグラム



重
点
目
標
実
績

（
１
）
法
人
運
営
の
基
盤
強
化

（
総
務
部
門
）

　

感
染
症
対
策
や
自
然
災
害
の
備
え

と
し
て
、
法
人
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
職

員
全
体
で
行
動
基
準
等
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
法
人
と
し
て
の
課
題
を

抽
出
し
、
解
決
が
図
れ
る
よ
う
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

人
材
育
成
と
し
て
、
法
人
目
的
・

目
標
を
意
識
し
な
が
ら
業
務
を
推
進

す
る
た
め
、
年
２
回
、
管
理
職
員
面

談
に
よ
り
目
標
を
共
有
し
、
資
質
向

上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
労
務
管
理
と
し

て
就
業
規
則
等
の
一
部
改
定
を
行

い
、
就
業
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
、

苦
情
受
付
（
社
協
成
長
カ
ー
ド
）
は

９
件
の
苦
情
等
を
受
け
付
け
、
法
人

と
し
て
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
共

有
・
協
議
を
行
い
対
応
し
て
き
ま
し

た
。

（
２
）
地
域
福
祉
の
推
進

（
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門
）

　

第
３
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
令
和

６
年
度
は
、
市
と
と
も
に
推
進
委
員

会
に
進
捗
状
況
を
提
出
し
、
協
議
し

ま
し
た
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
地

域
の
社
会
資
源
調
査
、
高
齢
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
第
１
層
生
活
支

援
体
制
整
備
協
議
体
へ
報
告
し
、
更

に
市
内
全
域
で
共
通
し
た
課
題
を
多

様
な
機
関
と
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
収
入
減
に
伴
う
特
例
貸
付
者
へ

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
い
、
複
合
的

な
困
り
ご
と
を
抱
え
る
世
帯
に
は
、

し
ぶ
し
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ま
わ
り
と
連
携
し
個
別
支
援
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

福
祉
教
育
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
主
催
の
認
知
症
模
擬
訓
練
の

実
施
、
社
会
福
祉
法
人
主
催
の
福
祉

体
験
の
実
施
等
、
地
域
の
組
織
が
主

体
と
な
る
住
民
主
体
の
活
動
推
進
を

進
め
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
石
川
県
珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
２
名
の
運
営
支

援
派
遣
、
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
・
運
用
訓
練
、
志
布
志

市
地
域
福
祉
推
進
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
地
域
で
備
え
る
防
災
に
つ
い
て
」

を
と
お
し
て
平
常
時
か
ら
地
域
の
つ

な
が
り
と
助
け
合
い
活
動
の
大
切
さ

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

（
相
談
支
援
部
門
）

　

離
職
・
減
収
し
た
世
帯
等
の
た
め

に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
市
民
か
ら
提

供
さ
れ
た
食
糧
を
活
用
し
、
支
援
が

必
要
な
世
帯
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
複
雑
・
多
様
化
す

る
悩
み
ご
と
を
傾
聴
し
支
援
の
方
向

性
を
定
め
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
、

就
労
体
験
や
家
計
改
善
の
個
別
対
応

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
３
）
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支

援
事
業
等
の
取
り
組
み

（
在
宅
介
護
課
）

　

全
て
の
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、

働
き
が
い
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
新
処
遇
介
善
加
算
Ⅱ
を
取

得
し
、
人
材
確
保
に
努
め
、
ま
た
、

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
継
続
す
る

た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
労
務
研
修

や
在
宅
介
護
部
会
を
定
期
的
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
や
自
然
災
害
の
備
え

と
し
て
、
法
人
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
き
、
介
護
利
用
者
が

安
全
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
継
続

で
き
る
た
め
に
、
利
用
者
参
加
の
訓

練
の
実
施
と
振
り
返
り
を
定
期
的
に

行
い
ま
し
た
。

　

個
別
の
課
題
に
つ
い
て
、
在
宅
介

護
課
か
ら
発
信
し
法
人
内
で
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
支
援
と
地
域

づ
く
り
の
一
体
的
な
展
開
に
つ
い

て
、
社
協
に
し
か
で
き
な
い
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
図
り
ま
し

た
。

（
４
）
財
政
基
盤
強
化

　

各
担
当
職
員
が
経
営
を
意
識
し
た

事
業
推
進
を
行
え
る
よ
う
、
月
毎
の

財
務
状
況
を
各
職
員
が
速
や
か
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

事
業
報
告（
概
要
）

令和６年度　会計収支決算（概要）

収 入
310,696千円
（単位：千円）

支 出
310,696千円
（単位：千円）

※決算報告について、詳しくは当会のホームページをご覧ください

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
念

共
に
さ
さ
え
あ
い

笑
が
お
で
暮
ら
せ
る

地
域
を
め
ざ
し
て
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その他の活動による支出
14,627千円

4.71%

負担金支出
127千円

0.04%

その他の収入
1,941千円

0.62%

その他の
活動による収入
3,154千円

1.02%

受取利息収入
50千円
0.02%

前期末支払資金残高
80,399千円

25.88%

障害福祉
サービス等事業収入
16,393千円

5.27%

会費収入
2,206千円

0.71%

施設整備等支出
712千円

0.23%

当期末支払資金残高
92,061千円

29.63%

助成金支出
2,560千円

0.82%
共同募金配分金

事業費支出
3,696千円

1.19%
事務費支出
14,082千円

4.53%

人件費支出
154,778千円

49.82%

事業費支出
28,053千円

9.03%

寄附金収入
2,350千円

0.75%

経常経費補助金収入
67,864千円

21.84%

介護保険事業収入
72,285千円

23.27%

　受託金収入
63,115千円

20.31%

貸付事業収入
7千円
0.01%

事業収入
932千円

0.3%



志布志市社会福祉協議会　理事・監事・評議員の紹介
〇理　事  10 名（任期：令和７年６月２５日から令和８年会計年度の最終定時評議員会の終結の時）

坪　田　則　義 仮　重　良　一 神宮司　順　子 横　山　　　滋

溝　口　敏　久 村　岡　政　美 下　戸　勝　一 山　口　善　央

宮ケ原　耕　平 中　原　信　夫

〇監　事　２名（任期：令和７年６月２５日から令和８年会計年度の最終定時評議員会の終結の時）

野　村　幸　史 津　曲　兼　隆

〇評議員  15 名（任期：令和７年６月２５日から令和１０年会計年度の最終定時評議員会の終結の時）

野　村　不二生 大　野　洋　一 柿　元　まゆみ 谷　口　陽　一

大　峯　茂　樹 假　屋　眞　治 中　村　睦　子 川　上　　　豊

中　西　浩　二 吉　満　清　子 小　辻　美江子 桑　迫　　　悟

児　玉　幸　夫 稲　付　洋　平 牧　山　啓　子

会  長
溝 口  敏 久

副会長
村 岡  政 美

福祉なんでも相談所
悩みがあり、

どこに相談してよいか
わからない

就職ができなくて
生活費が苦しい…

大変…

一人暮らしの親に
物忘れが…
相談したい

いつも見かける人の
姿が見えなくて
心配…

体調が悪くなり
片付けや掃除が
できない

これからの生活が
不安…

話しを聞いてほしい

【連絡先】
志布志市社会福祉協議会

福祉課  地域福祉係
☎ 099-472-1800

令和７年度
地域福祉推進大会を開催します。

（敬称略・順不同）

日時：令和７年11月22日（土曜日）10時～11時45分（予定）
場所：コミュニティセンター志布志市文化会館
　永年にわたり、地域福祉の発展に寄与された方々を表彰するとともに「認知症について」
と題し活動発表を行います。
　尚、開催日は例年 11月 23日（勤労感謝の日）ですが、本年は前日の 11月 22日（土曜日）
です。たくさんの皆様のご来場を心よりお待ちしております。

不安なこと、心配なこと、
気になること

なんでもご相談ください

お知らせ
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鹿児島県支部 志布志市地区

　日本赤十字社では、自然災害等をはじめ、救急法、家庭看護法等の講習、血液事業、
医療・社会福祉事業等幅広く活動を行っています。
　志布志市地区としましては災害時における災害救援物資の配分活動について迅速か
つ、効率な配分を行うことを目的に、住家の全焼・半焼・全壊・半壊・流出・床上浸水
の被害に対し配布します。昨年志布志市内では、住宅火災（全焼）１件、罹災者へ日本
赤十字社より救援物資を配布しました。このような災害救援物資や各事業などは、志布
志市民の皆様方より拠出していただく会費（５００円以上）で賄われております
　なお、会費へのご協力は令和７年度中、日本赤十字社志布志市地区（志布志市社会
福祉協議会本所・支所）にて受付けております。
　本年度も多くの方にご賛同いただき、ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

１　令和７年度　市内会費額� （令和７年４月１日～令和７年６月20日）

２　令和７年度　法人会員（順不同・敬称略）� ※令和７年６月２０日 現在

有限会社  北崎水産加工 フラワーショップ木尾 西 国 領 歯 科 医 院 有 限 会 社  カネトミ

サファイアガス販売株式会社 有限会社  三昧堂商事 ㈲ こ う へ い 写 真 館 有限会社  高山電器商会

若 潮 酒 造 株 式 会 社 株 式 会 社  内 山 組 株式会社  中山信商店 天世味酒販株式会社

株 式 会 社  ヘ イ ワ 有限会社  アクシス三昧堂 有限会社  谷自動車産業 株式会社  大隅衛生  志布志

株式会社   共栄開発 株 式 会 社  サンコー 有限会社  南九州記念品店 社会福祉法人  欣生会  小松の里

おおぞら農業共同組合 橋口自動車整備工場 有 限 会 社  上 室製 茶 有 限 会 社  有 明 塗 装

㈲ 東 村 石 油 店 医療法人  共生会  びろうの樹脳神経外科 キ ュ ー ピ ッ ト 花 熊 ㈱ 和 香 園

鹿 児 島 堀 口 製 茶 ㈲ ㈱ 堀 口 園 株 式会 社  池 崎 建 設 幸 栄 オ ー ト

株 式会 社  大 隅 芝園 太久保酒造株式会社 中 原 歯 科 医 院 寒 川 石 油 店

有限会社  今井自動車商会 ま さ つ ぐ 会 館 松 山 や っ ち く 会 山 下 ク リ ニ ッ ク

有限会社本町調剤薬局 松山店 有限会社国分屋（アイショップ泰野店） 有限会社  福元自動車 冨 松 商 店

 ４４事業所　　合計  ３８９, ０００円

日本赤十字社へのご協力、ありがとうございます！

住家火災等の被災者へ
配布される
救援物資の
一部です！

長年にわたる、
会費のご協力

ありがとうございます！

地　　区　　名 市 合 計

5 0 0 円 以 上 （件数） 5 ,746

1,000 円以上 （件数） 15

法 人 （件数） 44

実　　績　　額 3,291,000 3 ,291 ,000 円
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６
月
17
日
（
火
）
山
重
小
学
校
３
年
生
と

４
年
生
を
対
象
に
、
福
祉
体
験
学
習
が
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
松
の
里
の
主
催
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
高
齢
者
疑
似
体
験
の
講
師
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
、

車
い
す
の
介
助
方
法
や
、
高
齢
者
へ
の
思
い

や
り
の
あ
る
言
葉
か
け
等
学
ば
れ
ま
し
た
。

　
体
験
さ
れ
た
児
童
か
ら
は
、「
今
回
学
ん
だ

事
を
い
か
し
、
困
っ
て
い
る
方
を
み
つ
け
た

ら
、
声
を
か
け
て
助
け
た
い
」
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
へ
の
思
い
や
り

あ
る
行
動
や
今
後
の
進
路
等
に
も
活
か
さ
れ

る
事
を
期
待
し
ま
す
。

　
６
月
27
日
（
木
）
宇
都
中
学
校

２
年
生
を
対
象
に
福
祉
体
験
学
習

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
小
松
の
里
が
主
催

し
、
今
回
は
地
域
の
福
祉
に
携

わ
っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
も
協
力
を
依
頼
し
、
車
い
す
体

験
、
高
齢
者
疑
似
体
験
、
妊
婦
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
さ
れ
た

中
学
生
よ
り
「
町
中
で
困
っ
て
い

る
人
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、
声

を
か
け
て
自
分
で
出
来
る
範
囲
は

手
伝
い
た
い
。
出
来
な
い
こ
と
は

周
り
に
い
る
人
に
助
け
を
求
め
た

い
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
は
「
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
福
祉
に
つ
い
て
伝
え

る
事
が
で
き
て
良
い
時
間
で
あ
っ

た
」
と
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
感
想

　
車
い
す
体
験
で
は
、「
段
差

を
上
り
ま
す
ね
」「
曲
が
り
ま

す
ね
」
等
声
か
け
が
あ
る
こ
と

で
安
心
し
て
介
助
を
任
せ
ら
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
福
祉
体
験
学
習
を
通
し
て
、

人
を
思
い
や
る
大
切
さ
や
、
高

齢
者
の
人
達
へ
の
接
し
方
が
大

切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

福

験

習

祉
体

学

語
い
も
ん
そ
会

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
松

山
の
河
床 

野
久
尾
地
区
で
活

動
し
て
い
る
会
員
５
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
毎
月
の
サ

ロ
ン
の
運
営
と
高
齢
者
の
見
守

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。年
一
回
、

ち
ら
し
ず
し

を
作
り
、
身

体
の
不
自
由

な
方
と
高
齢

者
に
配
っ
て

お
り
、
大
変

喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

配
布
が
大
変
な
時
も
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
喜
ば
れ
る
姿

を
は
げ
み
に
今
後
も
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
員
紹
介

代
表 

池
田 

ふ
み
え 
さ
ん
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ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

　
今
回
は
、
有
明
町
原
田
地
区

に
お
け
る
集
い
の
場
や
地
域
の

支
え
合
い
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
原
田
小
学
校
前
の
小
野
商
店

で
は
、
買
物
に
来
れ
な
い
方

へ
商
品
を
届
け
た
り
、
近
所
の

方
々
の
集
い
の
場
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
店
内
に
は
食
料
品
を
始
め
、

日
用
雑
貨
品
が
陳
列
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
レ
ジ
の
奥
に
は
、
地

域
の
方
々
が
ゆ
っ
く
り
と
腰
か

け
て
交
流
が
で
き
る
椅
子
が
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
27
日
、
10
時
か
ら
開
始
さ
れ
る
原
田
サ
ロ
ン
の
参
加
者
が
、

９
時
過
ぎ
か
ら
集
ま
り
買
物
が
終
わ
る
と
椅
子
に
腰
掛
け
、
顔
を
合

わ
せ
て
、
最
近
の
出
来
事
や
体
調
の
こ
と
近
所
の
気
に
な
る
こ
と
な

ど
お
話
さ
れ
て
地
域
の
繋
が
り
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
原
田
青
少
年
館
に
移
動
し
元
気
よ
く
体
操
し
小
学
生
と

の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

支
え
合
い
の
ま
ち
、志
布
志
市
へ

～
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
～

　
単
身
者
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
、認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、医
療
、介
護
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
民
間
企
業
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
生
活
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
商
工
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
事
業
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

～ 

原
田
地
区
の
取
り
組
み 

～

　
小
・
中
高
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
を

行
っ
た
時
に
、「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
カ
ー
ド
」

に
押
印
を
も
ら
い
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
い
く
活
動
で
す
。

※
学
校
と
学
年
は
ポ
イ
ン
ト
認
定
さ
れ
た
時
の
も
の
で
す
。

20
ポ
イ
ン
ト

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆達

成
通山小学校  ４年

中
なかがわ

川 結
ゆ い な

菜さん

100
ポ
イ
ン
ト

☆
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ス
☆

達
成

志布志小学校 ６年

末
す え の

野 愛
ま な か

花さん

～
地
域
の
活
動
例
～

◦
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

敬
老
会
な
ど

◦
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催
の
活
動

　

奉
仕
作
業
・
ク
リ
ー
ン
作
戦　
　
　

子
ど
も
会
活
動
な
ど

　

ふ
れ
あ
い
運
動
会

◦
児
童
会
・
生
徒
会
等
の
あ
い
さ
つ
運
動

　

１
回
あ
た
り
10
分
以
上
の
活
動
を
月
３
回
以
上
行
っ
た
場
合

◦
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
プ
ル
タ
ブ
収
集

　

１
回
あ
た
り
10
個
以
上
を
月
２
回
以
上
持
ち
込
ん
だ
場
合

自
分
に
で
き
る
活
動
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

•
�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・

プ
ル
タ
ブ
収
集

•

地
域
の
行
事
へ
参
加

•
�

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
の
交
流

•

子
ど
も
会
の
花
植
え

•
�

地
域
の
清
掃
活
動

（
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
）

•

学
校
の
奉
仕
作
業
な
ど
へ
参
加
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在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
で
も
入
浴
で

き
る
特
殊
な
浴
槽
を
利
用
し
、
看
護
師

１
名
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
２
名
で
入
浴
介

助
を
行
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
等
に

浴
槽
を
設
置
し
、
移
動
や
起
き
上
り
が

困
難
な
方
で
も
安
心
・
安
全
に
入
浴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
で
は
、
介
護

や
医
療
の
必
要
な
方
が
、
ご
自
宅
で
安
心

し
て
入
浴
で
き
る
よ
う
、
専
用
車
両
で
お

湯
を
沸
か
し
、
浴
槽
を
持
ち
込
み
、
経
験

豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
に
訪
問
し
、

心
を
込
め
て

サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
、

身
体
の
状
態

に
合
わ
せ
て

「
全
身
浴
」「
部

分
浴
」「
清
拭
」

等
、
柔
軟
な

対
応
が
可
能

で
す
。

◆
医
療
知
識
を
持
つ
看
護
師
が
同
行

　
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
万
が
一
の
体

調
変
化
に
も
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

◆
完
全
個
別
対
応
の
ケ
ア

　
ご
利
用
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態

に
合
わ
せ
た
入
浴
支
援
。

◆
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮

　
ご
家
族
に
も
安
心
し
て
頂
け
る
、
丁
寧

で
思
い
や
り
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

（
問
合
せ
先
）

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

在
宅
介
護
課

訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
ー
４
７
２
ー
１
８
０
０

　

し
ぶ
し
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
」
で
は
孤
立
解
消
や
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
と
し
て

食
糧
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

支
援
に
活
用
さ
れ
て
い
る
食
品
は

令
和
３
年
４
月
に
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
お

助
け
マ
ン
霧
島
志
布
志
拠
点
・
志
布

志
こ
ど
も
食
堂
、
志
布
志
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
締
結
し
た
「
食
品
等

支
援
協
定
」
に
基
づ
き
、
定
期
的
に

提
供
を
受
け
た
食
品
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

「
ひ
ま
わ
り
」ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は
、「
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

食
品
を
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
無

償
で
提
供
す
る
」
取
り
組
み
で
す
。

安
全
に
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
廃
棄
す

る
こ
と
を
防
ぎ
、
必
要
な
人
が
無
料

で
食
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
企
業
だ
け
で
な
く
個
人
、
環

境
に
も
優
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、「
ひ
ま
わ
り
」
で
は
市
民

の
方
や
団
体
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
、
お
米
な
ど
の
食
品
や
日
用
品
も

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入浴車で訪問します

モデル：180㎝・70㎏

ボイラーや浴槽を
積載しています

※ 市内では唯一の事業所です 訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介

◆
訪
問
入
浴
は
単
な
る
清
潔
保
持
で

は
な
く
、
“心
の
ケ
ア
”
に
も
つ
な

が
る
大
切
な
時
間
で
あ
り
、
ご
利
用

者
様
、
ご
家
族
様
に
寄
り
添
い
、
笑

顔
を
お
届
け
し
ま
す
。

社
協
マ
ン
が
行
く
‼

ひ
ま
わ
り
の

食
糧
支
援
に
つ
い
て

ひまわり

フードバンク、団体、個人からの
寄贈

「ひまわり」から
相談者へ食糧支援。

（
問
合
せ
先
）

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

し
ぶ
し
生
活
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
ー
４
７
２
ー
１
８
３
０

フ
ー
ド
バ
ン
ク
っ
て
何
？
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香
典
返
し
寄
附
金

篤
志
寄
附
金

物　
品　
寄　
附

令
和
７
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

令
和
７
年
能
登
半
島
大
雨
災
害
義
援
金

ミ
ヤ
ン
マ
ー
地
震
災
害
義
援
金

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附
は
、

志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寄
附
者
の
ご
承
諾
を
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載
を
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

受
付
期
間

（
令
和
７
年
４
月
19
日
か
ら

令
和
７
年
７
月
22
日
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

宮　

脇　

柳
井
信
子　

故
ヤ
ヨ
イ

曲　

瀬　

福
迫
ト
エ　

故
周
一

中
田
屋
敷　

川
添
正
夫　

故
美
枝
子

中　

宮　

隈
本　

浩　

故
重
信
レ
イ
子

町　

原　
吉
村
せ
つ
み　

故
文
明

柳
井
谷　

坂
口
修
二　

故
五
月

頭
方
限　

山
重
修
一　

故
精
司

牧　

野　
池
之
上
睦
雄　

故
勝

宮　

脇　

検
﨑
淳
子　

故
竹
田
潔
子

大
川
内　

福
園
富
男　

故
利
秋

東
弓
場
ヶ
尾　
内
村
ミ
サ
子　

故
親
雄

伊
﨑
田
鍋
２
班　

竹
迫
一
臣　

故
忠
臣

押
切
東　

田
平
志
織　

故
求

上
天
神　

山
裾
陽
子　

故
幸
良

下
方
限　

安
藤
夏
子　

故
正
美

下
野
井
倉　

稲
付
利
昭　

故
チ
ヱ

西　

町　

日
髙
澄
子　

故
田
所
悦
子

夏
井
1
班　

平
チ
ド
リ　

故
平
内
光
弘

上
昭
和　
中
村
須
磨
子　

故
敏

別　

府　

藤
﨑
浩
二　

故
洋
子

上
天
神　

馬
渡
洋
子　

故
文
吉

安　

良　

假
屋
勝
洋　

故
サ
ツ
子

平　

山　

吉
留
雄
二　

故
公
男

八
郎
ヶ
野　

池
添
一
成　

故
久
子

志
布
志
1
丁
目　

川
野
慶
穂　

故
武
志

鍋　
　
　

上
野
市
子　

故
鍋
サ
チ

下
宮
内　
吉
松
ヤ
エ
子　

故
弘
文

北
大
原　

鈴
木
雅
彦　

故
光
子

通　

山　
矢
野
ス
ミ
ヱ　

故
貞
義

野
神
校
区　

福
元
茂
樹　

故
サ
チ

沢
津
ヶ
峰　

津
平
政
廣　

故
ノ
リ
子

西
上
馬
場　
小
野
ハ
ル
ヨ　

故
政
美

野　

吉　
岩
﨑
加
奈
子　

故
政
博

平　

野　

立
山
広
幸　

故
恵
子

通　

山　

池
田
智
美　

故
是
枝
英
太

室
太
郎　

吉
室
修
吾　

故
準
子

川　

中　

吉
井
宏
徳　

故
洋
子

野
久
尾　

吉
原
た
み　

故
清
美

本　

町　

松
元
幸
一　

故
町
子

射　

場　

加
藤
路
子　

故
貞
雄

中　

原　
冨
松
眞
砂
子　

故
治

・�

志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

松
山
支
部�

１
，
１
０
０
円

・�

志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

７
，
３
０
０
円

・
子
ど
も
食
堂

　
　

�

カ
ッ
プ
麵
、
長
期
保
存
食
、
冷
凍

食
品
、
日
用
品
等

・
馬
場
興
市�

大
根

・
市
役
所
福
祉
課

　
　

�

お
茶
、
栄
養
剤
等

・
匿
名
希
望

　
　

�

茶
葉
、
米
6
㎏
、
保
存
食
、
缶
詰
、

き
ゅ
う
り
、
低
温
製
法
米
等

・
Ｓ
ｏ 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

　
　

�

じ
ゃ
が
い
も
、
ピ
ー
マ
ン

・
市
役
所
総
務
課��



長
期
保
存
食

・�

榎
屋
幸
代�

車
椅
子

・�

鈴
木
光
子

　
　

�

車
椅
子
・
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア　

他

・�

徳
増
良
子�

車
椅
子
・
オ
ム
ツ

・�

髙
倉
律
子

　
　

�

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
・
紙
お
む
つ

受
付
期
間

（
令
和
７
年
４
月
25
日
か
ら

令
和
７
年
５
月
９
日
ま
で
）

・
市
役
所
松
山
支
所
募
金
箱３２

６
円

・
ア
イ
シ
ョ
ッ
プ（
泰
野
）募
金
箱

７
，
２
８
２
円

 ・
市
役
所
松
山
支
所
募
金
箱１１

０
円

・
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
募
金
箱

２
，
５
５
１
円

・
有
明
町
更
生
保
護
女
性
会

１
０
，
０
０
０
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

義
援
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
改
修
に
伴
う

駐
車
場
利
用
制
限
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

　
改
修
工
事
に
伴
い
駐
車
場
利
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
場
所
：
志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
志
布
志
町
志
布
志
３
２
２
２
‐
１
）

○
期
間：令
和
７
年
８
月
中
旬
～
令
和
９
年
３
月（
予
定
）

　
志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
ご
利
用
の
方
は
、
ア
ピ
ア

前
市
営
駐
車
場
利
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
歩
行
が
困
難
な
方
の
駐

車
場
を
若
干
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、
駐
車
で
き
る
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

所
属
課
：
志
布
志
本
所

	

福
祉
課
地
域
福
祉
係

趣　
味
：�

映
画
鑑
賞
、
筋
ト
レ

　
今
ま
で
高
齢
者
福
祉
の
分
野

に
16
年
間
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五閑 勇樹
（ごかん ゆうき）

新
入
職
員
の
紹
介

　
「
令
和
７
年
度
ト
カ
ラ
列

島
近
海
を
震
源
と
す
る
地
震

災
害
義
援
金
」
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
暖
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《
受
付
期
間
》

令
和
７
年
７
月
15
日
㈫
～

令
和
７
年
12
月
26
日
㈮

（8）ささえあい2025.8 ■

有
明
支
所
受
付
分

松
山
支
所
受
付
分

志
布
志
本
所
受
付
分

志
布
志
本
所
受
付

志
布
志
本
所
受
付

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」受
付


